Original Article by 市川,靖夫 & ICHIKAWA,YASUO
第 1号 千葉医学会雑誌  -23ー
アノイリナーゼ菌に関する研究補遺
千葉大学医学部衛生学教室(主任谷川教授〉
市川靖夫  
YASUO ICHIKAWA 
昭和 30年 4月 19日受付
目 次
第 1章緒 論 第 1節 白米病鳩糞便に依る An作用検出
策 2章文 献 第 1項実験方法
第 3章人糞便に於ける An作用陽性者の頻 第2項実験成績
度に就て 第2節 白米病鳩糞便に於ける腸内菌叢動
第 1節実験方法 態の移J住に就て
第 2節実験成績 第 1項実験方、法
第3節小 括 第 2項実験成績
第 4章健康鳩糞便に於ける An作用の検出 第 3節小  括i
とその際の腸内菌叢の動態に就て 第 6章 An作用陽性鳩糞便ーより分離せる V. 
第 1節鳩糞便の  An作用の検出頻度に就 B1分解菌に就て
て 第 t 節 • V. Bl分解菌の分離術式と菌株の
第 1項実験方法 蒐集に就て
第 2項実験成績 第 2節生物学的性状及び培養上所見
第 2節腸内菌叢動態に就て 第 3節免疫血清学的性状
第 1項実験方法 第 4節ノト 括
第 2項実験成績 第 7章総括並びに考察
第 3節小 括 第 8章結 論
第 5章 白米病鳩糞便に於ける An作用の検 文 献
出と腸内菌叢の動態に就て
第 1章緒 論
糞便アノイリナ{ゼ症  (An症)は  V.BJ欠乏症を惹起し易き新疾患であると認められた事
は衛生学上並びに臨床医学上極めて注目すべき事であるO 糞便  An症が一旦発表されるや諸学
者に依って，各地の在住者に就き糞便  An症の検出試験が行われ，その成績が発表されたのみ
ならず， I#P気症及びその他の諸疾患に於ける糞便  An症の頻度に就ても報告された。然し此等
は殆んどその総てが人糞便に依る検索にして，自然動物界に此れを追求した実験は，藤宮及び
浜田に依るものが一部あるのみで向詳細に検討されていなし、。
一方，糞便  An作用に起因して起る V.B1欠乏症に就ては，新に此れを腸管性間関 (Entero-
気の素因及び保菌の素因に関する研究が一部に1と呼称し，斯かる腸管佐酔genous beriberi)
於て発表されてし、るが，向詳細な細菌学的な検討は殆んどなされていない現状である O
依って著者は，谷川教授の命により V.BJ欠乏症状を惹起し易い鳩を選び，鳩の糞便  An作
用の有無を検討すると同時に，その際に於ける腸内菌叢の動態に就て検索し，明か興味ある知
見を得たので、敢て報告する次第であるO 
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第 2章支 献
カキ，赤貝を除〈多くの貝類や，エピ，カニ類の
2，3のものに V.B1を分解する未知物質の存在する
ことは，藤田，松Jl¥(1942)及び上肥(1942)等に
依り創めて指摘され，次で藤田，沼田(1944)は本
物質が酵素である事を見出し，此れをアノイリナー
ゼ (An)と命名した。
時を同じくして，米国で KrampitzandWoolley 
(1944)も淡水魚の紅昨誌から類似の酵素を分離し，此 
れを Thiaminaseと呼称した。 
新潟大学の張(1~47) は全〈偶然にヰ報同者の糞
Anを発見し，此れを糞便Anめて強力な1便中に窟
と命名し，更に松川，三沢(1949)ぬ此の糞便よ
りAnを産生する一新菌を発見分離した。此れは V. 
B綜合研究委員会に依って， Baci1us thiaminoly-
ticus Matsukawa白 Misawa(B.M. M.)と命名
された。その後，京都大学の木村，青rJ(1951)に依
って B.M.M.とは細菌免疫学的並に生物学的に全 
然相違し，然も同じく強力な An作用のある新紬菌
て，腸内腐敗の程度が著明で腸内菌叢は健康者と異
って腐敗細菌の分布が多く， 4) An症の B1欠乏症 
状惹起の主因は摂取 B1と腸内合成 B1の腸管内分解
で，此れに更に種々の脚気発症因子が作用して起る
ものであらうとし、うのが骨子となっている。
第3章人糞便に於け忍 An作用
陽性者の頻度に就て
最初j新潟で、 B.M.M.の発見と殆んど同時に藤宮 
(1950)に依り An症の頻度に就て執告されていて
IL[=れに依ると，人糞便の直接水浸出液遠沈上清液に
就て V.B1の分解を試L(直接法〉此れに An作用 
のあるものを An症と呼ぶ，直接法の結果 An作用
陰性のものに就ては糞便をプイヨシに植えて一定処
置後培養L，そのプイヨユ/培養上澄液に就て An作
用をi珂かtこするもの(増殖、法〉は，此れを An菌保
菌者と呼称して，その夫々に就て頻度を検べている。
即ち，藤宮(1950)の発表によると An症の検出率
3.17%とし， 松川等(1950)は An菌保菌者 9.8%
としてし、る。又村田等は An症 3.0%，An菌保菌
を発見分離し，同様 V.B綜合研究委員会に依って，者 7.0%とし，浜田等は An症 3.3%，An菌保菌者 
Bacil1us aneurinolyticus Kimura et Aoyama 
(B. K. A.)と命名され，次で更に木村，摩，青山 
(1952)に依り，従来の好気性細菌と異って嫌気性
An菌を発見分離し，此れは Clostridiumaneuri-
nolytieum Kimura et Liao (B. K.L.)と命名
され芥。B.M.MのAnの性状に就ては張(1947) 
が， B.K.A.のAnvこ就ては木村等(1951)に依つ
て，細菌の Phosphorylaseとは異るものである
事，及びB.M.M.の Anと， B. K.A.のAnとは
分解様式に於て異るものである事が明かにされ，叉 
B.M.M.の細菌学的性状に就ては藤田(1950)が
Bacillus alveiに近い枯草菌にして，それとは全く
異る一新種であると結論， B.K.A.の細菌学的性状
に就ては木村，青山(1952)が B.M.M.とは完全
に異る一新菌匂であることを証明している。命更に，
B.M.M.に就ては，此れを腸管内に有し為に糞便
水浸出液に An作用のあるものは此れを An症と呼
び，腸管内に保菌するも糞便水浸出液に An作用の
出なし、ものは此れを An菌保菌者と呼ぶ，と.松川
(1951)は定義してしる。
叉，松川，藤宮，張，三沢，小林，堀川，更には
高頭，浜田等の諸研究があり，此等の諸論文を検討
すると， 1)An菌 (B.M. M.)は一種の腐敗樗菌な
らんとし， 2)An菌の保菌には何等かの素因が存在
するとし，叉更にわ An症にも当然素因が存在し
9.1%，沢田等は An症 3.1%と報じ，更に浜田等は 
An症 2.7%， An菌保菌者 6.7%であったと言い， 
村田等は集団生活者のそれを検索して，夏期に於け 
るAn ff用陽性検出率(増殖法による)18.5%を冬 
期には夏期の陽性者中の部に直接法を行って 3.4
μに検出したと執告している。信藤宮は，糞便 An
症は脚気症，便秘症，腸管寄生虫症，就中畑虫症に
比較的多く発見されると言っている。
依って著者は一応此れを追試してみた。
第 1節実験方法
初め張が方法を発表し，後に藤宮(1950)が此れ 
を改訂している。方法は第 1表の如くである。此の
場合の検液に就て， 1)糞便水浸出液を用いる場合
は，糞便約 19→乳鉢で、磨秤→水 9.0cc→ pH 5.6 
補正→混和磨秤浸出→遠沈 (4000廻転以上， 30分 
以上〉して，その上清壬小ピーカーに取り此れを用
いる。此れを直接法と呼ぶ。 2) プイヨシ培養上澄
液を用いる場合は，人糞便小豆大をプイヨン培地に
植えて良く混和し， 800C 20分加熱処置を施し，後 
に 370C 3~5~7 日(普通 48 時間以上〉培養し，此
れを遠沈してその上澄液を用いる。此の場合遠沈は
その上澄液中に菌浮携を可及的最小限とする為に署
者は高速遠枕器を用レて 7000廻転以土 10分以上と
した。此の方法を増殖法と呼ぶ。向第 1表の藤宮の
方法に於て第E法は細菌々体の B1Vこ対する Phos-
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phorylaseを考慮して行うもので，著者は直接法
増殖法共に第工法を先ず行い，第工法で An作用陽
性例に対してのみ，同一条件の基に，第Ii去を試み
た。測定方法に於ては従来の藤田のチオグローム渋
は繁雑不便であるので，米国で D.J.Hennessy 
等が発表し，西尾等及び藤田に依って改良された
第 1表 An作用検出方法
第工法 第 E 法
試験管la Ib Ic Id Ie [ f 
検液 1.0 1 1.0 1 . 1.0 

1/10 N グエI
1
'> (¥ I'> (¥ I'> (¥ 

y 酸緩衝液51 白・VI山 ム Ui
1γ/cc B1 I ー I1.0・一
1.0Iー 1o I1.0 I-I1.0 
370 C 2時間 
1N HCl 0.25 
1γ jccB1 1.0 
1<7 5.0 	
6%タカヂアスターゼ液| 
I 
測 定|
9OOC 15分 
ipH4.5~5.0 補正 
I1.0 I1.0 I1.0I 	I.v I~.v 
. C4時間I 370 
戸田氏竺f??法 } 
!盲験時|添加[盲験|品|添加
第 2表 Permutitを使用する Thiochrom法
第 1表に示された a(盲)b(主)c(添〉
の夫々につきて pHの補正後に 
(a) (b) (c) 
I I 
① バームチツト吸着管に吸着させる。 
I I 

“パームチットを使用する v.B1の測定法"によっ
て測定した。簡略すると第2表の如くなる。チオグ
ロームを浸出させたフ守タノールを紫外線を用いて比
色定量するのであるが，著者は Fluorimetetを用
いて測定した。即ち Fluorimeterを用いて予め既
知v.B1を測定し，一定のグラフを得て，此を基準
としてv.B1分解度を測定した。グラブは第3表に
掲ぐ。向著者は標準V.Bl水溶液を 2yjccとして 1 
cc宛用いz叉6%タカヂアスターゼ液は毎度新製し
て被検液 10cc ~こ対して 2 ccの割に加えて 450C1 
時間加熱時々振謹するとし、う方法を場合に依り用い
た。
第2節実験成績
実験材料は都内某診療所の外来患者の中，内科的
に明かに脚気症状を呈するとし、う者は除外L，所謂
内科的に健康者と目される者 103例と，船橋市内某 
小学校児童80例その他に健康者 17例に就て，可及 1 
的新鮮且無菌的に採集した糞便計200例に就て，検 
査した。結果は An症 3例1.5弘 An菌保菌者 16例 
8.0%で、あった。因に第工法に於て An作用陽性に
現れているが，第II法に於て An:作用陰性にして，
細菌フオスプオリテーゼに依ると息われるもの 6例
があった。
白血回虫卵保卵伊ilはAn作用陽性者の場合は 47.4%
に検出され，全例の畑虫卵保卵率の 38.0%よりは高
率を示し，糞便の悪臭保有率は An作用陽性研tiの場
合は 30.7%の高率を示し，全例の場合の 18.3%より
は蓬に多い。
第3節小 括
前述した様に，先輩諸学者の各地の在住者に就い
第 3表 Fluorimeter用グラフ 
Standard 2.0y = 70/70 'm4
70 
t α υ  司 
②熱水法に依って盲畿光物質を洗し、流す。 60 63、“ 
く熱水20cc宛 3回〉 
I I I 
③ 	v.B を特異的に溶出する。
5% 10 HCl 15ccを用う〉(熱2
1
‘ KCI-Nj
I I 
④ 	V.B1を酸化して Thiochromとすο 
(+{1%Fe凶液01cc )
l30% NaOH液 3.0cc 振壷j 
I I I 
⑤ プタノール 10ccにてチオクローム浸出。
(強振	 1.5~2.0 分〉 
I I I 
を摂り出し芭硝にて脱水。J~プタノー (⑥ 
I I 
⑦ 5.0ccを比色用無鐙光試験管にとる。 
I I 
③ 	紫外線にて蛍光比色測定す。 
(Fluorimeterによる〉
50 
55-56 
40 
15、46 
.30 33-34 
20 
10 
17、18 
QIL 
0.257 0.5γ0.75γlßγ 
V.BI含有量ーーー→
1.2~ 1' 1.5γ1. 75/2.0， 
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て試験された An症及び An菌保菌者の成績は大約 捜持して，その 1oseを試験平板培地にまき集落の 
An症 3%，An菌保菌者 10%となっている。著者 性状判定用とし，更にその 3~5 oseを滅菌プイヨ
の検索した 200例は内科的に脚気症状のあるものを ンに植えて 370C24時間培養を行い，取り出して
除外して，一応健康者の範囲に依ったと言う因にも 800C 20分間加熱処置し，更に 370C 3~5~7 日間
依ると思われるが An症及び An菌保菌者の検出率 培養して，夫々直接法，増殖法に当てた。
は柏、低率であった。 第 2項実験成績
倫，姻虫卵保卵例数及び悪臭保有率は一応参考泡 (1)第 1回実験 106例の成績は下の如くである。
に検索して統計を明にしたものである。 ① 朝日新聞社飼育の伝書・鳩(約 300羽〉中 15例
第 4章健康鳩糞便に於ける An作用の につき，此れは全例がAn作用陰性であった。
検出とその際の腸内菌叢の動態 ②読売新聞社飼育の伝書i鳩仁約 300羽〕中 15例
先に藤宮(1950)は自然動物界に於ける An症は につき，此れも全例がAnイケ用陰性であった。
認められぬものの様だと言い，浜田(1954)は自然 ③千葉市内某動物応飼育の鳩(約 50羽〉中 10
界にもネコに所謂 An症の存存する事を明にし叉， 例につき，この中 1例に An作用陽性に他の 9例は
ヤギ，ウサギ，ニワトリ，シロネズミ， モノLそヅト. 陰性で、あった。
ネコに B.M.M.を連続投与して保菌獣を作製せん ④ 靖国神社境内に群生する野飼鳩(約 150羽〉
‘と試みてし、るがネコを除く以外は殆んど{呆菌に成功 中 16例につを，全例が An作用陰性であった。
していなし、様であるb叉浜田，高頭は An菌保菌者 ⑤ 中山法華寺境内に群生する野飼鳩(約 100羽〕
の素因に就て研究発表して， An菌 (B.M.M.)保 中 17例につき，此の中 5例は An作用陽性に，他の
菌者は素因があるこ主，特に著明な腸内腐敗が認め 例は陰性で、あった。
られ，腸内菌叢に於ても腐敗菌の分布が多く，ー部 ⑥築地本願寺境内に群生する野飼鳩(約 200羽〉
刺j菌の特異的出現を説いてし、る。とにかく自然動物 中31例につき，此の中 3例に An作用[湯牲に，その
界に於ける An菌の分布を広く求めた執告は現在迄 他の例は陰性であった。
になく，叉その際の腸内菌叢の動態についての詳報 (J1)第2回実験は被検鳩糞便 186例につき，此
はなされていない。依って著者は自然動物界中 v. の場合はi直接訟と増殖法について検索を試みた。採 
B1欠乏症状を著明に表現する鵡者ーを選び，此れが糞 集場所及び夫々の結果は次の如し。
使中の An作用の有無、を検すると同時に，更にその ①朝日新聞飼育伝書鳩中 24例につし、て，直接
際に於ける腸内菌叢中特に大腸菌若手に就て廉糖分解 法，増殖法共に全例陰性であった。
性菌と熊糖非分解性菌の比率を検し，此れと An作 ②読売新聞飼育伝書鳩の仁!l29例は，直接法，増
用陽性例との関連性に就て検討した。 殖法共に An作用は全例陰性であった。 
第 1節鳩糞{更に於ける Anfr用 ③ 市内某動物!苫飼育鳩の中25例は，直接法は全
の検出頻度に就て 例陰性に，増舶法は中 3例に陽性であった。
第 1項実験方法 ④靖国神社境内野飼鳩中の 22例は，直接法全例
著者は普通健康鳩としては一定の条件の下に飼育 に陰性に，増殖法も全例に陰性で、あった。
されている伝書鳩と，各神社仏閣の境内に群生して ⑤ 中11法華寺境内野飼鳩の中 44例に就て， 直
し、る野飼j鳴を選び，その糞便採集に就ては，第 1回 .接法に於て疑問の 1例を見た以外は全例陰性であっ
を夏季に 104例を，第2回は冬季に 186例を集め， た。増殖法に於ては 8例が陽性で、あった。-
健康人糞便の場合と同様の方法で，第 1回は増殖法 ⑥築地本願寺境内野飼鳩の中42例は，直接法で
に就てのみ，第2回は直接法，増殖法に就て検査を は全例陰性に，増殖法では中 4例が陽性で、あった。
試みた。即ち第 1回の場合は可及的新鮮且無菌的に 結果を要約すると第4表の如くなる。
採集せる糞便を直接滅菌プイョ ~Vこ柏ーえ，良く撹持
第 4表健康鳩糞便の An作用の検索 
して， 800 C20分間加熱処置を行し、，その後に 370 C 
1) 
3~5~7 日間培養を行ってその培養上澄液に就て 
第 1回実験
朝日新聞 15例 。 。%
An作用の有無を検した口第2回実験の際は後述す 読売新聞 15例 。 。%
某動物庖 10例 1 10% 

せる糞便を一旦約
る様にその腸内菌叢の分布を検討する必要上，採集
10ccの被菌蒸溜水にとり，充分 靖国神社 16例
 。 。%
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中山法華寺 17例 5 29.41% 赤~せず，集落は無色乃至徴紅色を呈するもので， 
築地本願寺 31例 3 9.67% B. Coli communis，B. faecalis alkarigenes及
全例数 104例 An作用陽性 9例 8.65% び Paracoliの一部を含む共の他の Coligroupの
の第2'回実験 菌であるの
朝日新聞 24例
直接法増殖法 但し Aerogenesは特有の集落を作るに依り此れ。 。。%
読売新聞 29例 を区分し，其の他の集落は総て雑菌とし此等の集落。 。。%
某動物!古 25例 。 3 12.0% は算定から除外した。

靖国神社 22例 0% サッカロ{ゼ培地の処方は次の如くである。
。 。 
中山法華寺 44例士1 8 18.18% 康糖 1.0g 

築地本願寺 42例 。 4 9.52% 酒精飽和フグシンi容液 0.25 cc 

金例数 186例直接法疑問 1例 10%無水亜硫酸ソーダ溶液 1.5 cc 

増殖法 An作用|場性 15例 8.06% 2.5%普通寒天培地 100.0 cc 
被検総数290例 An作用陽性 24例 8.3% pH 7.0--7ム 1000C45分 3回滅菌
第 2節腸内菌叢1[IJj態に就て 此の実験は前実験中第2回実験と併行して行った
第 1項実験方法 もので，夫々の飼育伝書鳩群及び野飼鳩群の中から
大腸菌の試験培地としてはサツカローゼ平板培地 選訳的に採集された 186例の糞{更に就て行ったの
を用い，此れに前述の蹴商蒸溜水にJ采集せる糞便の 第 2項実験成績 
1 oseをコソラーヂ棒を用いて塗布し 12乃至 20時 1) 各群別に An作用陽性例と熊糖分解性大腸菌
問 370Cに培養して，培地上の集落を判じた。集落 と熊糖非分解性大腸菌の百分率の比較は第5表の様
の性状は肉眼的又は;!，-~べによって次の様に分類判 になる。 
定した。 2) 次に An作用陽性例の出た鳩若手についてiAn
①熊糖分解性大腸菌: 大腸菌にして，康糖を分 作用陽性鳩若手の腸内菌叢分布JとiAn作用|場性鳩群
解し赤色の集落を作り，培地は全体に亘り或は集搭 を除外した他の An作用陰性鳩群の腸内菌叢分布J
の部のみ赤愛するもので， B. Coli communior， を比較検討すると第 6表の如くなる。 
廉糖分解性の Paracoli，更に集落に金菌性光沢を 3) 各鳩群の An 作用~性'(7iUの全研Uに就いて腸 psl
有する所謂松村氏脚気菌をも含めた。 菌叢動態を見ると第 7表の如くなる。
②熊糖非分解性大腸菌: 大腸菌にして，培地を
第 5 表
鳩群 別 i朝日新聞鳩(読売新聞鳩(高官[柏町両日
被検例 数 24。An作用陽性例数
熊糖非分解性大腸菌 57.10% 
薦糖分解性大腸菌 42.90% 
(脚気菌〉 2.38% 
29。 
58.00% 
42.00% 
6.50% 
第 
25 
3 
54.65% 
45.35% 
. 0.01% 
6 表 
12J物1
An作用@の 震糖非分解性大腸菌 32.06% 
震糖分解性大腸菌 67.94% 
鳩群の場合 (脚 ヌ乏(G 菌〉 1.26% 
22。 
56.52% 
43.48% 
3.81% 
44 42 
8 4 
31.32% 39.44% 
68.68% ー 60.56% 
7.23%1.75% 
広中山法華寺1鳴|築地本願寺鳩 
12.42% 
87.58% 
23.12% 
14.46% 
85.54% 
14.70% 
ZE
A玩F用品の言場設明合司鳩 群 I時醐く胸l拘分解気即性大時腸菌菌菌〉丁I一 一54362附0O五 |7! Fd 33.76% 32.55% -66.24% -i 
67.459合 
5.92% 4.29% 
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第 7 表 めた，叉その際に於ける腸内菌叢中特に大腸菌群に
震糖非分解 原糖分解性大腸菌鳩糞便
略記号 性大腸菌 狭義震分菌|問j 気菌 
100.0Sl 。96.2 3.8S2 
100.0S3 
100.0N 1 
9.2 59.0 31.8N2 。 100.0N3 
100.0N 1 
23.3 76.7N5 
50.0 50.0N6 
17.1 80.0 2.9N7 
50.0 50.0Ns 。 41.2 58.8T 1 
85.5T2 
28.9
。
。。 
。。 
。
。14.5 。1.7 1T3 
93.75。 6.25T 4 
円 。  
。 
。。 
。。 
。 
ついて特異的な菱化を認めたので，此の事実を実験
的に鳩に白米病を起させ腸内菌叢に一定の愛化を起
させた時Iこ，その糞便に An作用が現出されるや否
やを検する事は興味ある重要な問題であるので7鳴を
飼育し，実験的に白米病を起させてその腸内菌叢の
推移と糞便An作用現出の関連性を検討してみた。
第 1節 白米病l鳩糞便に於ける An作用の検出
第 1項実験方法
第 1問実験は春季に 5羽の鳩を用い，第2回は秋
季に 6羽のj鳴を用レた。いづれも実験開始前に長期
間実験室飼育を行レ， 1日の鳩飼養には飼養料20g
を最低限度とし大体 1日20gを与えて飼養したる
ものはその体重の被少なき事を認め，一切の飼料を 
1日20g強とした。向飼育の鳩は総て成長鳩を用し、
体重350---・450gであった。
飼料の普通食は小麦50%唐ーモロコシ 50%にして
此れに塩類を 5%の割に加えたものを与えた。白米
食飼養の白米食は，初め白米を可及的精白し，洗7-"
" 

平均[ 15.95
ウ
4
n h u  Q d n u【 』  
d
括
第3節小
自然動物界中鳩に就て広く糞便An作用の有無を
検討してみた処，第 1回実験に於ては 104例中 An
作用陽性例は 9例で 8.65%，第2回実験に於ては
186例中 15例にして 8.06%に検出した。此れを総
合すると被検総数290例中， An作用陽性24例にし
て8.3%に当る。比れは著者が人糞便に於て検出し
た An菌保菌者 16例 8.0%と大差はない。即ち An
症を除く人糞便の場合と{建康鳩糞便の場合とに於け
る増殖法に依る An作用l勢'1:1例はほど同率である。
次に飼育伝書鳩及び野飼鳩の夫々の鳩群に就て腸
内菌叢を検討した。比れは第5，第 6，第 7表に詳細
に示されてし、る様に Ari作用陽性l鳴を多数に検出し
た鳩群殊に野飼鳩群の場合は，その環境的に総体的
状態として既に腸内菌叢の大腸菌群に一定の菱化を
認めており，その斐動の著明な群からより多くの 
An作用陽性例を認めてしる。更に An作用陽性鳩
の腸内薗叢を検討すると震糖分解性大腸菌が圧倒的
に高率を占めている。J;J，、上の事柄を検討すると，腸
内菌叢の特に大腸菌の康糖分解性に関連して An作
用が出現し，此の様な大腸菌群の動態はそれ自体が 
An作用の出現する異常状態(又は素因〕の一部で
はないかと思惟される。
第 5章白米病鳩糞便に於ける An作用の
検出と腸内菌叢の動態に就て
前章実験にて鳩糞便にも An作用のあることを認、
の透明になるまで充分に・洗レ，後此れを乾煉して細・
秤し 5%の割に塩顎を加える。鳩は白米偏食の初期
に於ては上述の枇粋白米を食するが，漸次白米偏食
に飽き白米病に移行するに当って此の飼料を食さざ 
るに至る。依って白米金の強制飼養を行う。強制飼
蓑方荘、は上の和粋白米を更に完全粉末となし，此れ
に5%の塩類を加えて水にて適度の硬度に練り，適
当の大きさの団子として鳩の口を人為的に開き飼養
するものである。尚混入する塩類の処方は次の如く
である。 
NaCl 6.5%，MgSO生H20 13.5%，NaH2P01H2u 
10.0%，K2HPo.l 30.0%，Ca-lactate 37.0%， Fe-
citrate 3.0%，K.1.0.5% 
斯くて白米偏食飼育を継続し，j鳴白米病を発現せ
しめた。
実験中は勿論各鳩は夫々の個別鳩舎に飼育して，
健康鳩の場合と同様，可及的新鮮且無菌的な糞便を
採集し，試験培地にまき更にフイョ γ培養を行レ，
夫々直接法，増殖法に依って An作用を検索した。
第 2項実験成績 
1) 第 1回実験，第2回実験共に実験開始前に 3
週間以上の普通食飼育を行レ，此の間に少なくも 3
回以上に亘って増殖法によって An作用の有無を検
したが，毎回その全例に於て An作用陰性であった。 
2) 第 1回実験鳩白米病擢患への体重による推移
は次の如くである。即ち第8表の如し。
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Nr. 1，Nr. 2ifi第 39日目より脚気症状著明とな 問位で快復し，その後第 50実験日に至るも遂に白
り飛朔不可能，歩行難にして真直ぐ立上る事も出来 米病に擢患することな〈了った。
なくなり，漸次強度となって歩行に当って両肢を曲 3) 此の間に於ける鳩糞便の An作用の検索成績
げたま L誼にて体重を支えて歩行する様になり，時 は次の第 9表の如くである。
首々を垂れたま)，.となる。 即ち Nr. 3，Nr. 4は白米偏食第 16目目及び第 
Nr.3は飼養第 23日目よ b時々一時的に転倒痘 23日目の 2聞に増殖法に於て An作用が検出され
撃し次で歩行がヨタヨタした。 ている。 Nr. 1，Nr. 2，Nr. 5は全経過に亘って全
Nr.4は第 36日目より Nr.3と同様一時的に転 部陰性の結果を得ている。 
倒する様になり，漸次飛朔困難となり，遂には飛朔 4) 第 2回実験鳩白米病擢患への休重による推移
不可能，歩行難となる。 は下の第 10表の如くである。
Nr.5は第 25日目より下痢を起したるも約 10日
第 9 表
j 州|ωr. 5 j 260 
鳩 番 Nr. Nr号「同一可瓦瓦1λL一-，-- …. 
An作用検査方法|直接|増殖|直接|増殖i直接|増殖|直接(増殖|直接|増殖
実験以前
白米偏食第 7日
白米偏食第 16日
白米偏食第 23目 !I二I!
白米偏食第 27目
白米偏食第 34目
白米偏食第 37日
白米偏食第 41日 
屍体苔使 | 屍体蓄使 
-I-I-l-
記司第1日除10Fl 24Elr 318 Imfj;¥ 第3吋削除1日j;¥ 第33日|第35日|第38FlI
-30- 十千 葉医学会雑誌 第 31巻. l
Nr.6は第33日噴より歩行梢難となり飛朔も不
可能となる。 
Nr.7及びNr.11は第35日目より飛朔不可能と
なり，歩行も難にして両翼による歩行を行うに至る。 
Nr.8は第24日頃既に白米食に飽き，第 31日に
至って転倒して，強度の痘撃を起す様になった。そ
れも漸次強くなり，一寸した刺激にも全身強直を起 
す様になる。
Nr. 9は最も遅く第 35日噴白白米をつ Lいて元
気であったが長くは飛朔せず着陸に際して転倒す
る。第四日より飛朔困難となり歩行鈍る。 
Nr.， 10は第31日より歩行柏、ギ、コチなく飛朔も図 
難となって短距離をノミタバタするのみで，第33日
目に至って一時的広転倒して痘箪を起すに至る。
5) 此の間に於ける白米病鳩糞便に於ける An作
用の検索成績は下の第 11表の如し。
第 11 表
番 号 1 Nr. 6 1一心 7 1 Nr. 8 Nr. 91).¥1"r. 1o INr 
戸剖竺竺|直接|増殖|直接|増殖(直吋竺竺j直接|増殖|直接|増殖1-竺?吟可法 
実験以前|一| 

白米偏食第 7日 | ー | 

白米偏食第 10日 | ー | 

白米偏食第 16日 | 一 | 一 | ー | 一 1-1 -I 一

白米偏食第23日 | ー | ー | 一 !一 | 一 | 

白米偏食第 27日 [-[-[-[-[-[-[-[-[-[ 十

白米偏食第 30日

屍体蓄便 屍体蓄便 屍{本蓄使

白米偏食第 38日
即ち Nr.8，Nr. 10，Nr. 11に於て白米偏食第 16 
~23~27 日の問に於て増殖法に依る場合のみに An
作用陽牲に出ている。他の 3例は全経過に豆って陰
性の経過を得た。
第 2節 白米病鳩糞便に於ける
 
腸内菌叢動態の推移に就て

第 1項実験方法 
  
此れは第4章第3節jの健康鳩糞便の場合に於ける
と同様である。
第 2項実験成績
。普通金飼育時に於ける鳩腸内菌叢の動態を約
3週間に亘って検索すると第 12表の如し。
第 12表
一一一一票顧Fn震糖f附生、
大腸歯の性状|分悟性分間生 (IJZ~)
|大腸菌じた腸菌¥同/
普通食飼育第5日(4例平均)166.2%133.7% 0% 
普通食飼育第8日(6例平均)159.9%140.1% 0% 
普通食飼育第13目。例平均)165.3%134.7% 0% 
普通食飼育第17日(6例平均)163.4%136.6% 0% 
平均 163.7%1 36.3% 
2) 第 1回実験白米偏食飼育鳩5例の腸内菌叢動
態の推移は第 13表の如くなる。
An作用陽性の 2例の中，夫々の場合を別個に四 
つの場合を考えその腸内菌叢を平均してみると廉糖
非分解性大腸菌 13.3%，震糖分解性大腸菌 86.7%で
あった。
3) 第 2回実験白米偏食飼育鳩6例の腸内菌叢動
態の推移は第 14表の如くなる。
An作用陽性 3例の腸内菌叢の平均を検すると康
糖非分解性菌 4.3%，蕉糖分解性大腸菌 95.7%であ
った。
の第1回実験第2回実験字通じて糞便 An作用
陽性例の糞便は 7例にして，腸内菌叢は平均して震 
糖非分解性ブ、こ腸菌 9.57%，葉糖分解性大腸菌 90.47%
となる。
第 13表，第 14表をまとめて此れを一つの図表上
に画くと第 15表の如し。
第 3節小 括
白米病実験は第1回，第2回を通じて 11例を試
み，その中の 10例に白米病の発症をみたが此等の中
増殖法に依る An作用陽性例は 5例にして，検出率
は実に 50%の多きに及んでいる。此れを更にその腸
内菌叢の動態に就て検するに前章の健康鳩糞便に於
ける実験を裏付ける成績を得ている訳で，震糖分解 
性大腸菌が相当高率となり，1*糖非分解性大腸菌が
減少するに及んでその糞便に An作用が現出する。
16 
23 
27 
34 
37 
第 1.3 表 
Nr. 1 Nr. 2 Nr. 3 Nr. 4 Nr. 5-一一一下-ljZ有一一丁一莞-ÐE~肩平均 道陣白米飼養.J，.."L~.f':_ r\.H=rt .L'.L~，r，:r\_tt:::TJ ..L. 'L~，T': r\.Lr::T.J .L. ''''~.r，:r\_.tr::TJ .L "'L~.T，:r\_.t:t::::"N -r- -=:lif::，r，，+.-~-J.lt;'T.1 ト 4
 h wiJF lJT7日数|同評議長|吋評議長|同評議長|腸防頃時円分 時間分 気|同舟議。。 。 。。
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Nr. 6 I Nr. 7 Nr.8 Nr.9 Nr. 1o Nr. 11 平主! 
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第6章 An作用陽性鳩糞便より分離せ
るv.B1分解菌に就て
自然界に於ける鳩糞便の An作用の検出は，ー B.M.
M.に依る An作用の検出法に依ったものであるが，
鳩糞便中の V.B1分解菌と既知 An菌との異同を検
討する事は意義なしとしないので An 作用~性糞便
中より V.B1分解菌を分離して此と既知の B.M. 
M.及び B.K.A.との異同について細菌学的並に免 
疫学的に検討を加えた。 
第 1筒J V. B1分解菌の分離術式と
菌株の蒐集に就て
第 1項分離術式 
An作用陽性鳩糞使より V.B1分解菌の分離は甚
だ難儀であった。術式は当初に於て木村等 (1951)
の発表した術式に依ったものである。即ち被検材料
をプイヨン培養液に植えて， 800C 20分間加熱処置
を行い， 370 C 2~3~4 日培養し，平板培地に分離培
養する。此の際平板培地としては，肉エキスを基と
した寒天培地 (Extractbase)と血液寒天培地を用
レた。普通肉エキスを基とした寒天平板培地には 24
時間培養で集落は肉眼で認める程には発育しないの
で， 48~36~72 時間培養のものから分離する様に
し，血液寒天平板培地は 24~48 時間培養のものか
ら分離培養した。此の際目的集落の選択は，表面粗
雑叉は雛壁を有L，不透明集落，普通梨告にて形態
的に菌体より巾広レ芽胞を有L，溶血環を証明する 
ものを選んだ。此の集落を鈎菌して，プイョ γ培養
液に 370 Cに培養し， 2~3~5 日後プイヨシ培養上
澄液に就て， V. B1分解作用の有無を検し，作用陽
。 5 15 25 30 35 
性のものに就て更に 800 C 20分間処置を行って，前
述同様寒天平板培地 (Extractbase)，血液寒天培
地に分離培養を繰り返し操作を反復した。然し此の 
操作は甚た複雑で且つ純粋分離は命ほ期し難く，為
にAn作用陽性の糞便にして遂に V.B1分解菌の分
離不成功に了ったものも多い。
然るに浜田(1953)の発表に依る“An菌(B.M. 
M.)の分離の新術式"に依って毎常殆んど正確に
V.B1分解菌を分離する事を得た。術式は次の第 16
表の如くである。
第 16 表 
l糞便l
普通プイヨシに浮群 
3日間 370C培養→ 1白d耳をプイヨン寒天に塗抹↓ 吋 
→An作用検定
(M.Mアの雑菌を分離 
普通プイヨシに繰 雑菌を比較的多量の
り返し移植して増 普通プイヨンに約 1
菌を続ける 週間培養↓ 
An菌 (M.M.)←ー且減菌後穏過，反応修.IE，寒
分離用培地に塗抹天 5%を加えて An菌 (M.M.)
する 分離用培地に讃製する
純粋分離 
An作用検定
第 2項菌株の蒐集
-1) 白米病鳩糞便中 An作用陽性のもの 7個より
肉眼的に目的菌と思われるもの 23株を取れ夫々純
梓培養して，プイヨシ培地に植え，その培養上澄液
に依って An作用を検索し，結果次の 5菌株を得た。
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此等の何れも 2y/とcの V.B 1を 370C 2時間で殆 第 2節形態並に生物学的性状
んど完全に分解し去った。 著者によって鳩糞便より新しく分離された 14菌
白米病鳩糞便番号菌株番号 V. B1分解率 株と，分与されて保存されている既知 V. B1分解菌 
Nr. 13 Nr. 1 0/70 である B.M. M.及びB.K. A.とに就てその生物
Nr. 19 Nr. 5 0/70 学的性状及び培養上所見を検Lた。，
Nr. 58 Nr.10 0/70 結果は第 17表の如くである。
Nr. 61 Nr.14 0/70 ①形態: 総て樗菌にして単在性時々 2，3個連続
Nr. 69 Nr. 18 0/70 する。大きさは 0.4--0.6--0.8x 1.0--2.0--4.0いな
2) 飼育伝書鳩及び野飼鳩の An作用陽性糞便24 り。芽胞を有しており詳細に鏡検すると幼弱揮菌か 
個に就ても同様にして 108株の菌を選び検会した。 ら芽胞への発育過程に於ては菌体のー~端が和、フグれ
結果 9菌株を蒐集したに過ぎなかったが此等は総て て太鼓のノミチ状となり，漸次該部が膨れて菌体より，
プイヨシ培養上澄液 1ccにつき 2γ/ccV. B1を 相当巾広く，丁度ラケット型を呈する。更に発育 
370C 2時間で殆んど完全に分解し会っている。 して卵円型の芽胞となる。芽胞は上述の様に ter-
健康鳩糞便番号菌株番号-V. B1分解率 minal~Subterminal であり，グラム染色すると 
Nr. 39 Nr. 38 0/70 菌体の膨れた部がグラム陽性になるか叉はその部の 
Nr. 70 Nr. 39 0/70 み濃染する事が多い。 B.K.A.は明に区分される。 
Nr. 76 Nr. 43 0/70 ②染色性: グラム染色は多く幼若菌は陽性にし
Nr.105 Nr. 59 0/70 て陳旧菌は陰性である。
Nr.150 Nr. 94 0/70 ③鞭毛及び運動性: 鞭毛は周毛性にして運動は
Nr.157 Nr.101 0/70 活溌である，
プ一菌膜了十++++++++++++++一
Nr.185 Nr.122 0/70 ④号、天斜面培養所見: 白色不透明，表面粗雑，
回一固着 土十++士十 土 十一
Nr.209 Nr.128 0/70 一部に撤J監を作る。多くは培地に固着して撮き取り
Nr.220 Nr.131 0/70 騨い。B.K.A.は固着ぜず。 370C 1O ~12 時間枕の
3) 以上合計 14菌株を得た。 短時間培養では柏掻き取り難い粘着をなす。
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Nr.，Nr. 5，.Nr.1 羽を用いて夫々16成熟家兎⑤プイヨン培養液培養所見: 総て強靭なる菌肢
を作り沈澄はな〈透明にして培養液の潤濁を認めな弓
し、。振謹すると菌膜は 1枚の幕となって液中に浮激
し;後に管底に沈む， 1例に多少の沈澄ありて，柏潤
濁せるものを認、む，上澄液に就ての V.B1分解率は
総てに於て上澄液 1ccが V.B1 2γ を 370C1 ~2 
時間で完全分解する。 B. K.A.は菌膜なく潤濁は
強い。
⑥血液寒天培地所見: 総て溶血環を認める。溶
血度は γ 溶血が殆んどで内に P溶血のもの 1~2 例
認、めた。 14株と B.M.M.は培地に固着し， B.K. 
A.は固着しない。
⑦含水茨素分解所見: 現在迄発表されたものも
統一されてし、ない。著者の場合， 14菌株は殆んどが 
B.M. M.と同一性状を示したが，従来発表のもの
と2，3の相違がある。 B.K. A.とは全然別性状で
あった。 事
第 3節免疫血清学的性状
第 1項実験方法
生物学的性状並に培養上所見よ.り著者の分離した 
V. B1分解菌 14株と既知B.M.M.との間に殆んど
著明の差異を見出さなし、。B.K. A.とは明かに差異
あるものの如〈である。依って更に此等を擬集反応
を用いてその異同を検討した。
10，Nr. 14，Nr. 18，Nr.38，Nr.39，Nr.43，Nr. 
94，Nr. 101，Nr. 128，Nr. 131，B. M. M.，B: K. 
A.の各菌株による家兎免疫血清を作製し夫々につ
きfJl集反応を試みた。
第 2項実験成績
説集反応試験成績は第 18表の如くである。此の
際家兎免疫血清の稀釈倍数は 100倍を基調としたも
ので， 100倍以下の稀釈倍数のものに就て反応試験
を行っていなし、事に特に注釈を加える口 
Nr. 1，Nr. 128は血清獄集価が上昇しなかった。
第 18表の成績から次の事が認められる。 
1) Standardの B.M.M.と殆んど同様の凝集
を示すものは， Nr. 5，Nr; 10; Nr. 14，Nr. 38，Nr. 
43，Nr. 59，Nr. 94，Nr. 101，Nr. 122，Nr. 128， 
Nr.131の計 11菌株である。此等の中全く同一抗原
を有すると息われるもの 5菌株であり，凝集反応成
績に於て多少の疑義を存するも殆んど同一抗原を有
している左見倣される菌は 6菌株である。 
2) B. M. M.と抗原的に相当の差異を認められ
た菌株は Nr.1，Nr. 18，Nr.39の3株であるの此
れを更に精査したる処 Nr.39はそのブイヨン上澄
液の V.B1分解率は漸次減退して遂に 0となった。 
3) B. K. A.は免疫的に全く別菌種である。
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記事司戸一二件:lS!Nr_3作 
Nr. 1 
Nr. 5 
Nr. 10 
Nr. 14 
Nr. 18 
Nr. 38 
Nr. 39 
Nr. 43 
Nr. 59 
Nr. 94 
Nr.101 
Nr.122 
Nr.128 
Nr.131 
B.M.M. 
B. K.A. 
。 。。 。 100x 。100x 100x200x 100x 100x 
800x 。400x 1600x 800x 400x 1600x 3200x 1600x 200X 100x 
3200x 3200x 400x 。400x 0， 100x 400x 1600x 400x 800x 
400x! 800x 1600x 。800x 。200x 400x 
200x 400x 100x 800x 。100x200x 100x。800x 800x 200x 3200x 100x 400x 1600x 。200x 。800x 400x 800x 100x 400x 
200x 800x 。。400x 。1600x 1600x 
800x 200x 1600x。400x 100x 
200x 800x 400x。200x 。 。 
200x 
800x 1600x 800x o 400x 800x 1600x 
200x 800x 100x 200x 
800x 0・ 
400x 6400x 1600x 800x 100x 。 
800x 。800x 800x 1600x 3200x 
。400x 1600x 3200X 。800x 1600x 
1600x 800x 1600x 100x 
800x 800x 400x 。800x 。400x 400x 800x 
800x 400x 400x 。800x 。800ヌ 
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800x 800x 800x 。1600>< 。400x 1600x 3200X 800x 3200x 
6400X 
。400x 。200)< 800x 。400x 800x 
800x 800x 。。800x 800x 。800x 3200x 。 
第4節小 括
著者が鳩糞便より分離した 14菌株の中 3菌株を
除く他の 11菌株は生物学的性状に於ても免疫学的
にも B.M.M.と殆んど同一性状を示すので， B. 
M.M.と同一菌族と認められる。前の 3菌株は生物 
学的にその性状の一部を異にし免疫学的に多少異つ
た状態を示すが，此れは B.M.M.の類似菌株と 思J
われる。 B.K.A.は全然性状を具にする。
第 7章総括並に考察
1) 張が発見発表した糞便 An症は， V. B 1綜合
合が問題で，著者の検出した 3(1ilJのAn症の中， 1 
例は著明な悪臭を証明L，他の 2例は殆んど普通と
安らなかったの然し此の事は松川が言っている様に
特別な意義づけのあるものではないらしい。 
2) 糞便 An症の発見以来，糞便 Ani-こ関する一
切の諸問題は An症が V.B1欠乏症を惹起して臨床
的に注目すべき疾患であるとし、う理由から，一方的
に臨床的 An症の検索に方向づけられて現在に至つ
た感がある。 B.M. M.の人糞{更に於ける分布の程
皮は感に検討されているが，自然動物界に於ける疫
研究委員会で検討され，新菌 B.M. M.， B. K.A.， 学的な分布は何等検累されてし、なし、。 B.M M.がト 
B. K. L.の発見となり，叉此等の菌を有してし、ても
その在り方に依って An症及び An菌保菌者に区別
して呼ぶ様に規定され，新潟，大阪，神戸，東京及
び北九州、|等に於て，人糞便に就て An症及び An菌
保菌者の検出成績が種々発表された。此等の成績を
総括して，大休 An症は 3%，An菌保菌者は 10%
となっている。著者の追試成績は此れより梢低率で 
An症1.5%，An菌保菌者 8.0%であった。此の事
は著者が内科的所見のあるものを除外した事と，地
区別及び季節的安動に依るものかと思われる。向勝
宮が腸管寄生虫症 c持に姻虫症〉に所謂 An症が高
率に認められたと言つτいる。著者の検索は畑虫卵
保卵者のB.M. M. i呆商卒で畑虫症と An症との関
係とは別問題であり此れはあく迄参考的に検したも
のである。糞便の悪臭の場合も， An症に於ける場 
人間にのみ特異的に検出されるものでない事は，浜
田がネコに An症を発見している事に依っても解
る。故に疫学的に自然動物界のー現象を明かにする
事は，臨床界に於ける An症の諸問題の根本的な解
明に役立つものと思惟される。依って著者は自然動
物界中鳩に此れを求めた。その結果は人糞{更に於て
An 菌保菌者を検出したと殆んど同率~，こ，糞便 An 
イ午用陽性鳩を検出した。然し所謂 An症なるものを
胞に見出す事t土出来なかったし此れを所謂 An症の
主症状で、ある脚気症状の面から非常に類似的な白米
病胤の場合に於ても An症を見出す事がなかった。
何れにしても An作用陽性鳩が人糞便の場合と殆ん
ど同率に検出された事は興味ある事で，更に自然動
物界を詳細に検討した場合は，その腸内細菌に V.
B1分解菌を検出する動物の分布が推察される。
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3) 藤宮が An症及び An菌保菌者に何等かの素
因があることを指適L，高頭は An症及び An菌保
菌者はその腸内腐敗の著しい事を見出し，浜田は此
れを追試してこれを確認し，更にその腸内菌叢分布
は健康者と異って腐敗細菌の分布多く，特に緑膿菌 
様若しくは蛍光菌様の細菌の混在を屡々認めたと言
っている。著者は広く鳩の糞{更を検討し，グループ
別にその腸内菌叢中特に大腸菌について，震糖分解 
性大腸菌と康糖非分解性大腸菌との比率を検討して
みたが， An作用陽性鳩を多数に検出する鳩群は震
糖分解性犬腸菌と蕉糖非分解性大腸菌の比率に非常
の安動を示ーし，更に An作用陽性鳩の腸内菌叢は，
An作用陰性の健康鳩の場合とは具って，震糖分解
性大腸菌が圧倒的に高率を占めてしる。此の事は所 
謂An菌保菌者の素因に関係があると思われるの
で，人為的に鳩の腸内菌叢動態を~イヒせLめて，そ
の際に v.B1分解菌の出現を見るや否や，即ち，糞 
便 An作用が~性に出るや否やを検した。即ち鳩を
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白米病に擢患せしめて，腸内菌叢を廉糖分解性大腸
菌の優位に置く時に著者の実験では突に 50%の多
きに糞便 An作用陽性例を見た。以上の事実より鳩
腸内菌叢の蕉糖分解性大腸菌優位の条件は，そのま
~ An菌保菌の素因と考えてよいのではないか，更
に叉v.B1欠乏は An菌保菌との聞に何等かの関連
牲を指示するものと思惟される。
4) 鳩糞便から検出された An菌は，その生物学
的性状は 2，3のものを除いてB.M.M.と概ね一致
してしる。免疫学的成績は夫々多岐に豆っている
が，此れも 2，3のものを除いては大体 B.M.M.と
は同一抗原から成立している事が判り， B. K.A.と 
は明かに具っている事からも B.M. M.類属性 V.
B1分解菌であろうと忠われる。向血清稀釈は 100倍
を基読としたので更に稀釈倍数の侭い場合の成績を
判じ得なかった。即ち 100倍で陰性のものは表では
0と記載した。
論
著者は先ず自然放飼叉は普通飼育の健康鳩糞便に就て An作用誌に大腸菌群の検出を試み，
次いで白米飼育鳩糞便に於ける An作用誌に同鳩腸内菌叢の変動について検討した。
更に検出 An菌について生物学的設に免疫血清学的性状の検査を行った。
その主要な結果は次の如くであるO 
1) 健康鳩 290例中糞便 An作用陽性 24例 (8.3μ)で、あった。 
2) 白米飼育実験鳩 11例中 10例に定型的白米病の発病を見7こが，その経過中糞便の An作
用陽'世例は 5例で，即ち半数に検出された。 
3) 検出した An菌は生物学性状誌に免疫血清学性状から大部分 B.M.M.と相同で、あった0 
4) An作用陽性鳩の腸内菌叢中，特に大腸菌に就ては，薦糖分解性大腸菌が煎糖非分解f企
大腸菌より圧倒的に高率を占めるO 
5) 白米偏食飼育中の鳩腸内菌叢は薦糖分解性大腸菌が優位となって来るものが多L、。而し
て此の場合糞便 An作用陽性鳩を高率に検出する O 
6) 以上より An菌保菌の素因として腸内菌叢中，薦糖分解性大腸菌優位が V.B1欠乏とも
関連して何等かの条件を附与している様に推定されるO
稿を終るに臨み，終始御懇切なる御指草御校閲を賜わった恩師谷川教授に満腔の謝意を表し，
併せて田波助教授始め教室員各位の御援助を深謝する。
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